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は
し
が
き

本
冊
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
が
所
蔵
す
る
漢
籍
の
う
ち
､
史
部
編
牛
類
各
代
之
属
か
ら
伝
記
類
姓
名
年
歯
之
属
ま
で
に
分
類
さ
れ
た
も
の

よ
り
､
蔵
書
印
の
あ
る
葉
を
選
び
出
し
て
作
成
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
冊
子
を
作
成
す
る
に
至
っ
た
経
過
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
｡

二
〇
〇
三
年
の
春
で
あ
っ
た
か
､
当
時
､
人
文
科
学
研
究
所
図
書
掛
員
で
あ
っ
た
赤
木
俊
介
氏
と
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
掛
員
で
あ
っ
た

大
西
賢
人
氏
が
､
漢
籍
に
関
す
る
知
識
を
よ
り
深
め
た
い
と
い
う
希
望
を
述
べ
ら
れ
た
｡
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
､
両
氏
と
私
の
三
人
で
毎
週
水

曜
日
の
午
後
に
書
庫
の
漢
籍
を
取
り
出
し
て
見
る
と
い
う
集
ま
り
が
始
ま
っ
た
｡
経
部
冒
頭
か
ら
順
番
に
開
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
､
た
だ
漠
然

と
眺
め
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
､

一
九
三
八
年
に
出
版
さ
れ
た

『
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
漢
籍
目
録
』
の
記
述
が
各
本
の
ど
の
部
分
を
拠

り
所
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
か
､
そ
れ
を
確
か
め
な
が
ら
進
ん
で
行
く
こ
と
に
し
た
｡
封
面
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
簡
単
な
も
の
か
ら
､
序

文
等
の
内
容
を
吟
味
し
て
記
述
し
た
比
較
的
高
度
な
も
の
ま
で
､
目
録
の
記
述
に
も
じ
つ
に
様
々
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
､
そ
れ

な
り
に
味
わ
い
深
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
う
｡
興
味
は
し
だ
い
に
蔵
書
印
に
ま
で
広
が
り
､
ま
ず
文
字
を
読
み
､
つ
い
で
そ
れ
が

誰
の
も
の
で
あ
る
か
を
特
定
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
｡

や
が
て
ま
ず
赤
木
氏
､
つ
い
で
大
西
氏
が
異
動
と
な
り
､
こ
の
集
ま
り
が
果
た
し
て
い
た
漢
籍
担
当
職
員
講
習
会
内
部
版
の
よ
う
な
役
割
に
は

一

応
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
た
｡
二
〇
〇
六
年
春
の
こ
と
で
あ
る
｡
た
だ
､
そ
の
時
点
で
す
で
に
所
内
の
若
手
研
究
者
も
熱
心
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
た

の
で
､
こ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
と
思
い
､
そ
こ
で
改
め
て
東
方
都
全
体
に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
､
新
た
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も

現
れ
た
｡
か
く
て
今
も
な
お
粘
り
強
く
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
る
｡
現
在
の
参
加
者
は
古
勝
隆

一
､
高
井
た
か
ね
､
永
田
知
之
､
藤
井
律
之
､
矢
木

毅
諸
氏
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
､
目
録
記
述
の
典
拠
を
探
る
こ
と
か
ら
蔵
書
印
の
チ

ェ
ッ
ク
へ
と
広
が
っ
た
作
業
は
､
二
〇
〇
六
年
四
月
以
降
､
ま
た
大
き
く
様
変
わ

り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

一
つ
は
各
本
の

｢出
生
の
秘
密
｣
を
探
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
､
序
政
を
丁
寧
に
読
み
始
め
た
の
で
あ
る
｡
ま
た
､
得
ら
れ

た
情
報
を

｢全
国
漢
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
｣
に
載
せ
て
利
用
者
の
役
に
立
て
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
､
安
岡
孝

一
氏
に
お
願
い
し
て
､
｢京

大
人
文
研
東
方
｣
の
本
に
附
さ
れ
た

｢典
拠
情
報
｣
と
い
う
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
そ
の
内
容
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
掛
け
を
作
っ
て
い

た
だ
い
た
｡
こ
う
し
た
作
業
を
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く
た
め
に
は
､
ど
う
し
て
も
レ
ジ

ュ
メ
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
別
に
決
ま
っ
た
ス
タ

イ
ル
は
な
い
が
､
当
初
の
目
的
に
沿
っ
て
'
目
録
記
述
の
根
拠
を
確
認
し
､
蔵
書
印
の
有
無
を
調
べ
､
序
蚊
の
句
読
を
切
る
こ
と
を
基
本
と
し
'
さ

ら
に
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
調
査
結
果
を
添
え
る
の
が
通
例
で
あ
る
｡

一
ペ
ー
ジ
で
終
わ
る
も
の
も
あ
れ
ば
､
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
｡

今
回
の
冊
子
は
二
〇
〇
六
年
四
月
以
降
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
レ
ジ

ュ
メ
に
基
づ
い
て
お
り
､
そ
れ
ゆ
え
史
部
編
年
類
各
代
之
属
か
ら
伝
記

類
姓
名
年
歯
之
属
ま
で
と
い
う
､
あ
る
意
味
で
中
途
半
端
な
形
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
た
だ
､
こ
う
し
た

｢中
間
ま
と
め
｣
を
試
み
る
こ
と



で
､
今
後
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
蓄
え
て
い
く
か
に
つ
き
､

一
定
の
見
通
し
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
｡

作
成
に
当
た

っ
て
は
､
と
り
わ
け
矢
木
氏
の
ご
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
｡
ま
た
図
版
の
整
理
に
つ
い
て
は
梶
浦
晋
氏
の
協
力
を
得
た
｡
こ

こ
に
改
め
て
謝
意
を
表
す
る
｡
な
お
､
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
と
す
る
旧
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
の
建
物
や
そ
の
蔵
書
の
由
来
に
つ

い
て
は
､
藤
井
氏
が
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
の
求
め
に
応
じ
て
著
さ
れ
た

一
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る

(http:/
/
a

s
j.
i
o
c
.u
-t

okyo.ac.
jp
＼htmlJl
i
bOO4.html)｡

二
〇
〇
七
年

二

一月

漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

井
波
陵

一
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史
部

紀
事
本
末
類

三
朝
北
盟
曾
編
二
百
五
十
巻

末

徐
夢
宰

撰

抄
本

16
筋

有
張
金
吾
播
介
繁
囲
記

｢玩
叔
金
石
文
字
｣
朱
文
方
印

｢崎
西
州
堂
｣
朱
文
長
方
印

丸
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ふ
楓

革
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や
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七
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雷
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虜
月

孝
聖
書

蒜

.

良

丸
か
八
草

鼻
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ふ
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室
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洩
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史
部

紀
事
本
末
類

三
朝
北
盟
曾
編
二
百
五
十
巻

末

徐
夢
芋

撰

抄
本

16
冊

有
張
金
吾
播
介
繁
園
記

｢隻
鑑
棲
戚
書
記
｣
白
文
方
印

｢鄭
尉
山
樵
｣
白
文
方
印

｢乃
今
日
之
介
也
｣
朱
文
方
印

ユ

胡

札

且

十

鵜
右
岸

〟

V*

廟
徽
4<
え
を

判
瑚
九
血
卓
凍
司
私
観
官
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魚

体

車
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鴫

農

政
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上
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一
:

泉

政
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千

七
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内

gz
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手
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T
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C
Z

J
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冬
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締
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鼻
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婆

冷

え
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号
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同
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鯛
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も
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政
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九

年

朝

丸

運

卓

音

別

漉

J
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丸
旦
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ヰ
扱
者

増
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ま

音

子
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枝

発

言

せ

せ

J

渉

札
手
練
有
p
オ
患
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耕
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i
･
有

史
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萄

す

適

確

愚

直

事

且

滞
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す
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約
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史
部

俸
記
類

絶
録
之
属

今
厭
備
遺
四
十
二
番

明

項
篤
毒

撰

寓
暦
十

一
年

秀
水
項
氏
寓
巻
堂

刊
本

16
冊

｢王
氏
書
印
｣
朱
文
方
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【shan】
山海経虞注-･---------21

【shang】
尚友録

【sheng】
勝朝通事

聖門十六子書-･-------63

【si】
司馬太師温国文正公年譜--86

【song】
宋名臣言行録補編-----･-85

【tai】
台撃統

【wang】
王荊国文公年譜-------･87

【Ⅹiang】
湘軍記

【yan】
弁州史料

妻子春秋

79

93-95

【yuan】
元秘史李注補正------･-37,38

元相臣

【zeng】
曾文正公手書 日記------84

増訂呉越備史---------57

【zhao】
昭代典則

【zhu】

竹書穆天子俸---------22



書名索引

【chang】

長安宮詞

【cong】

従政観法録---------･7卜73

【dong】

東都事略

東華績録

【gu】

古列女俸 80,81
24-30

【guo】

園朝列卿紀---------68,69
園朝柔遠記---------17
園朝誼法致----------92
囲朝先正事略--------74

国語校注本三種-･------19,20
国語正義

【hong】

弘簡録

【huang】

皇朝編年備要--------1-3
皇明績紀

皇清開園方暑--------15

【｣.i]

紀載嚢編

【jian】

建文朝野嚢編-----･----39,40

【jin】

今厭備遺

金稜山段氏二妙年譜-----88,89

【kong】

孔子編年

孔子編年孟子編年--･---62

【11】

李氏蔵書

【1iang】

南朝従信録･･-----･･･.･.--6,7

【1ie】

列女博校注----------82,83

【long】

隆平集

【man】

清洲名臣俸･---･------42

【meng】

孟子時事考微---------65

【mlng】

名 山蔵

明李文正公年譜---･---90

【nan】

南末書

南宋雑事詩-･--------56

南唐書

【pan】

播文勤公年譜･ ･91

【que】

開里文献考･-----･---64

【san】

三朝北盟曾編--･･････--･･････10-14



【Ⅹu】

徐聖秋讃書記---------61

許大森原名南藩印-------54

【yan】
延陵世家

術堂一字徳潜--------53

【ye】

埜巣草堂戚書之印-------19

葉啓藩戚

葉氏徳輝萱戚-------･--49

【yi】

弐片水心

儀徴田氏種荊山房蔵書印--21
執風堂蔵書-･-----･---6

【yin】

蔭坪許氏家戚--------68

【you】

【yuan】
玩叔戚書

玩叔金石文字--------･-12

【zhang】
張月有印

【zhao】
越宗建印

【zhi】
芝田縦里市島氏秘笈---･--79
知足長楽

【zhou】
周延年印

【zhu】
朱士棺印

【zl】

子美蔵書--------･86,87,89
字逮孜競蔭坪--------･69

【zong】

ロロ山房

口譲協記



【ping】
平湖屈氏一巻書塾所蔵----37

【qian】
鎮塘陳氏裁芸仙館弥戚----･72

【qing】
青宮少保

【quan】
7,56,57

【rong】
容周径七帯五千里之僅尺移蔵

【sheng】
省試経策第- 69

【shi】

師竹居書董記--------26,27

【shu】

書ロロ記□□--------･-62

【shuai】

【shuang】
讐鑑複成書記--------13

讐鑑棲主人･---･-----14

【shui】
睡心

【sun】
孫愈禎印

【tong】
桐蔭山館

【wan】

院定書帯革堂鄭氏戒-----18

院湖葉氏珍戚----------74

【wang】
王土蔵印

王氏書印

【wei】
味青賛戚書･

【wen】

文肇侍従之臣--------51

【wu】

五経史漢借家---------31

呉興周子美戚書之記-----78

武昌村逢時政戚囲記

---------22,24,27,60
無玄会

【Ⅹ1】

西白山房蔵書--------･19

【Ⅹiang】
郷邦文厳所繋･ 37

【Ⅹin】

新都今事慮江氏戚書-----39,40



甘氏語薬所戚--------43

【gao】
高淳解儒撃記------=--46

【gu】
古苑敦仁堂張氏戚書-----45

【guan】
観古堂

戟潤閣

【hai】
海粟園戚書--- --- - - --5

【huan】
奥扮審定

【hul】
曾心不遠

【ji】
吉川幸居北平時所得書---91

吉林索緯絡氏･･-･-･----5

【jia】
家住剣渓第二泉州 -----20

【jlao】
宗披播介繁珍戚之印----･11

【jin】
今西龍

金昌燕印

2

晋安郭穀賓金石書画記･････････85

【jing】
荊門胡氏

経過陶在東家･

立成堂戚書---------47

李家清玩

【1iu】

劉氏戚牧園書-=-------90

【nal】
乃今 日之介也-----･-･-13

【pan】
播宗披囲書印--------10

播氏桐西書屋之印------･10



蔵書印索引

【ai】
愛 日精度戚書---

【bai】

【bl】
碧山柏氏

碧香居士

【blng】
丙成進士

【bo】

【cang】
蔵園秘笈

【ceng】
曾経槍海

ll

曾在甘語薬虞t･.･-･･.･----44

【chang】
長春室主

常執趨闇郷家戚-----･--58

【chen】
臣李堂印

臣許徳樹

【ci】
慈糸田井徐棲-----------25

慈累排除桂城-･･･---･･--24,26,27

【da】
大司成章

1

【dao】
道光壬辰歳武原馬氏漢唐斎収蔵書籍

【deng】
郡尉山樵

【di】
源性山房主人韓少衡氏珍戚-17

【ding】
丁氏八千番棲戚書記-----35

丁氏八千番棲戚書之記----33

【dong】
董家宗善戚書･

敦

【feng】
鳩氏所斎戚書 (白文)--･24,26,27

嬬氏所斎蔵書 (朱文)----25

嬬雲鵬
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